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｢きたえよう！やさしさ+１ ｣ 

年末の随想… 
 2024（令和６）年も残り 1 か月となりました。 

 12 月に入ると、今年の漢字、流行語大賞など１年を締め括る漢字や言葉が注目されます。 

 ちなみに私が選ぶ今年の漢字は「熱」です。記録的な猛暑の夏、オリンピックの熱狂など、日本だけ

でなく世界全体が「熱い」１年だった気がします。 

 特に、初夏から初秋にかけての高温状況は、これまでの学校行事の在り方や開催時期も大きく変えて

しまうほどの影響を与えています。 

７月上旬からは猛暑日と呼ばれる日が続くようになり、熱中症計の数値が「危険」を示すと、外での

運動は禁止となり、プールの中でも熱中症の恐れがあると言われているため中止の決断をしなければ

いけなくなりました。来年度の実施時期を検討する必要がありそうです。 

 厳しい残暑は９月以降も続きました。運動会の練習が始まる９月中旬でも熱中症計の数字を気にし

なければいけない時期となりました。この頃、校長室のエアコンが故障してしまい、給食室から借りた

スポットクーラーと扇風機をフル稼働し異常な暑さをしのぎました。 

11 月になっても「小春日和」と呼ばれる何日もありました。５年生みどりの学校が、11 月中旬と

は思えない穏やかな気候の中で実施することができたことは、幸いしたことでした。 

 内側からの「熱」を考えてみると、私の「+１」のために、４月から始めた主に有酸素運動の継続は、

私の身体に蓄えられた脂肪を燃焼しました。 

「めちゃ痩せましたね。」「かなりすっきりされましたね。」「病気ではありませんよね。」など、保

護者の方からも声を掛けられるようになり、宣言した目標に向かってあきらめずに取り組んだ成果を

お示しすることができました。 

 皆様にとってこの１年はどんな１年だったでしょうか。 

さて、令和６年度は年明けも続きますが、学校現場では４月からの教育活動を評価する時期となりま

す。子どもたちや保護者の皆様にも後期学校アンケートをお願いし、学校評価の参考とさせていただき、

来年度の教育課程を編成していきます。 

 子どもたちを取り巻く環境や時代の変化と共に、学校の役割も少しずつ変わってきました。経営学者

のピーター・ドラッカーは「変化はコントロールできない。できることは変化の先頭に立つことだけ」

と言っています。学校も変化の先頭に立つ必要に迫られてきたような気がします。 

 ただし、学校教育として「不易」（いつまでも変わらない）部分もあります。 

 そのような「不易と流行」のバランスを考えながら、今後の教育活動を進めていきたいと思います。 

                                 （校長 望月 敏行） 
 

＜大喜利の秋＞ 
 ロイロノート「校長室」に参加した児童が、大喜利問題に答えています。これは「お見事！」「おも

しろい！」「座布団１枚！」と言いたくなった作品を紹介します。 

練習「秋に関係する言葉を使って、ダジャレを考えてください。」 

「もみじを見ていたら、も～みじめな気持ち」（OS） 

 問題①「こんな授業参観日はいや。どんな授業参観日？」 

   「みんなの親が誰もいなくて、自分の親だけ来ている。」（MS） 

   「ライブ会場みたいに親たちが自分の子どもの名前を呼んで、キャーキャー叫びながらライトを

振ってくる授業参観日」（ME） 

 問題②「“勤労感謝の日”のような“〇〇感謝の日”を考えてください。」 

   「金柑感謝の日（みんなで同じ時間に金柑を食べて、金柑に感謝する日です。みんな大好き金柑‼）」（IS） 

 （つづく） 

 



 

 

 

 

 

 

※お子様の下校時刻等は学年だより等を参考にしてください。 


